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　　　秋の大運動会
　9月19日、福岡小学校（石澤清校長、児童426名）の大

運動会が行われました。福岡小学校、4分校の児童66名

（八宮27名、長峰19名、不忘14名、蔵王6名）も加わ1）、

本校の児童たち（360名）と一緒に各プログラムに一生け

んめいに演技を披露しました。見物にきたお父さん、お母

さんは子供たちに大声援をおくったり、カメラを手に元気

な子供たちの動きをおさめるなどにぎやかな一日を過ごし

ました。
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大鷹沢中と自石中

統
合
中
学
校
構
想

　
統
合
中
学
校
の
基
本
構
想
に
つ
い

て
は
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
号
に
掲

載
し
た
と
お
り
で
す
が
、
概
要
に
つ

い
て
再
度
、
簡
単
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
白
石
中
学
校
の
通
学
区
域
の
一
部

と
、
大
鷹
沢
中
学
校
通
学
区
域
の
全

域
を
対
象
と
し
た
統
合
中
学
校
構
想

は
、
適
正
な
学
校
規
模
と
適
正
な
学

校
配
置
を
基
本
に
白
石
中
学
校
の
マ

ン
モ
ス
化
に
伴
う
入
的
・
施
設
管
理

上
の
諸
問
題
と
大
鷹
沢
中
学
校
の
抱

え
る
小
規
模
校
の
も
つ
諸
問
題
を
解

消
し
併
せ
て
統
合
中
学
校
の
新
築
、

白
石
中
学
校
の
改
築
を
行
い
、
よ
り

よ
い
教
育
環
境
の
場
を
作
る
た
め
に

計
画
し
た
も
の
で
す
。

統
合
中
学
校
の
建
設
事
業
計
画

　
　
亜
び
に
建
設
予
定
地

　
当
初
の
統
合
中
学
校
建
設
計
画
で

は
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
開
校
予
定

で
あ
り
ま
し
た
が
、
財
政
的
な
事
情

に
よ
り
建
設
計
画
が
大
幅
に
遅
れ
る

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
計
画
で
は
、
昭
和
五
十
七

年
度
に
用
地
を
取
得
し
、
昭
和
五
十

八
年
度
に
造
成
、
昭
和
五
十
九
年
度

に
校
舎
等
の
建
設
、
昭
和
六
十
年
度

に
開
校
と
修
正
計
画
し
、
書
々
と
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
建
設
予
字
地
に
つ
い
て
は
、
白
石

地
区
と
大
鷹
沢
地
区
の
隣
接
す
る
地

域
（
地
図
）
を
選
定
し
、
現
在
用
地

取
得
に
係
る
測
量
作
業
に
入
っ
て
お

り
ま
す
。

〈
大
鷹
沢
中
学
校

熱
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統
合
中
学
校
の
通
学
区
域

　
統
合
中
学
校
の
通
学
区
域
な
ど
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年

七
月
～
十
一
月
に
、
各
地
区
に
お
い

て
説
明
会
を
開
催
し
、
貴
重
な
る
ご

意
見
、
ご
希
望
を
拝
聴
の
も
と
、
関

係
主
管
課
と
連
絡
・
調
整
を
図
り
な

が
ら
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
建
設
計
画
の
遅
れ
に
よ
り
、
一
時

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
通
学
区
域
の
範

囲
の
設
定
問
題
に
つ
い
て
も
、
市
民

並
び
に
関
係
者
の
方
々
の
意
見
を
聞

く
た
め
に
昭
和
五
十
七
年
四
月
十
六

日
に
統
合
中
学
校
に
係
る
通
学
区
域

再
編
成
懇
談
会
を
開
催
し
、
統
合
中

学
校
建
設
と
学
区
再
編
の
進
め
方
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
学
区
再
編
協

議
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
し
、
第
一

回
の
協
議
会
を
昭
和
五
十
七
年
五
月

二
十
五
日
に
開
催
、
名
称
な
ど
お
も

な
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
名
称
は
「
統
合
中
学
校
新
設
に
伴

う
通
学
区
域
再
編
成
協
議
会
」
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
目
的
・
事
業
と
し
て
は
、
白
石
中

学
校
の
マ
ン
モ
ス
化
解
消
と
大
鷹
沢

中
学
校
の
適
正
な
規
模
を
図
る
と
と

も
に
、
教
育
環
境
の
整
備
を
行
う
た

め
、
白
石
中
学
校
通
学
区
域
の
一
部

と
大
鷹
沢
中
学
校
通
学
区
域
全
域
を

統
合
し
た
統
合
中
学
校
に
つ
い
て
の

適
正
な
通
学
区
域
を
編
成
す
る
た
め

必
要
な
調
査
、
研
究
及
び
審
議
を
行

い
、
審
議
結
果
を
教
育
委
員
会
に
答

申
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
協
議
会
の

会
長
に
大
野
直
博
氏
、
副
会
長
に
中

目
正
治
郎
氏
、
佐
藤
吉
造
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
回
の
協
議
会
は
六
月
十
六
日
、

第
三
回
は
七
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ

別
掲
の
よ
う
な
学
区
の
再
編
に
対
す

る
答
申
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
白
石
市
教
育
委
員

会
は
、
八
月
二
十
三
日
の
定
例
会
に

お
い
て
審
議
の
結
果
、
答
申
通
り
、

統
合
中
学
校
の
学
区
を
再
編
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
該
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
学
区
再
編
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
日
程
が
決
ま
り
し
だ
い
、

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
集
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
白
石
中
学
校
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書申答

　統合中学校新設に伴う通学区域は基本的

には東北本線を境にして、次のとおり編成

するのが妥当である、，

　　　　　　　　　記

！．大鷹沢中学校通学区域の金部

2．臼石中学校通学区域のうち

　ほ｝白石第一小学校通学区域の本郷第一一

　　行政区及び上郡山行政区の全部、並び

　　に郡山行政区の一部を除く地域

　12）白石第二小学校通学区域の曙巣行政

　　区の全部並びに柳町行政区の一部の地

　　域

　なお、審議の過程において、次の要望が

出されたので、当局において十分対処され

るよう付記します，、

　1．通学路の新設、整篇

　2．防犯灯の設置

　3，鷹巣橋の拡巾

　4．行政区の調整　（柳町行政区）

統合中学校学区再編協議会委員名簿

要摘名氏職、
役

大鷹沢中学校建設促進委員長大野直博長会

本郷第一行政区長正治郎目中副会長

白二小P　TA会長佐藤吉造か

柳町行政区長作松松田員委

鷹巣行政区長跡　部　円　吉〃

上郡山行政区長田與市山ウ

郡山行政区長三泰田山〃

白一小P　T　A会長良一及　川ウ

白石中P　T　A会長秀相　原ク

白二小PTA柳町東地区委員長利　男古山〃

白二小PTA寿山第1地区委員長沢光子岡ク

白一小P　TA郡山地区委員長昭！』、　　里予　　、忠、
シ

自一小P　TA郡山地区委員長自
ハ

口樋〃

白石中P　T　A本郷第一地区委員長跡　部　幸蔵〃

臼二小校長渡辺信有〃
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1き上げ自己負担額弓費養療額高

圖国團國圖國目
◇9月より4万5千円に

◇58年1月から5万1千円に

　
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
の
限
度

額
が
九
月
一
日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
私
た
ち
が
お
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
と
し
て
、
一
人
、
一
ヵ
月
、

（
一
つ
の
病
院
、
診
療
所
に
）
一
二
万
九

千
円
以
上
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
一
一
一

万
九
千
円
を
超
え
た
分
は
全
額
、
国

民
健
康
保
険
か
ら
払
い
も
ど
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
九
月
一
日
か
ら
、
こ
の
自
己
負
担

分
の
限
度
額
が
四
万
五
千
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
、
医
療
費
の

自
己
負
担
は
、
最
高
一
カ
月
三
万
九

千
円
で
す
ん
で
い
た
も
の
が
、
こ
れ

か
ら
は
四
万
五
千
円
に
な
る
わ
け
で

す
。　

た
だ
し
、
低
所
得
者
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
三
万
九
千

円
に
す
え
置
か
れ
ま
す
。

　
来
年
一
目
か
ら
五
万
一
千
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
と
は

　
私
た
ち
が
病
気
、
ケ
ガ
を
し
た
と

き
に
保
険
医
療
機
関
で
国
保
を
つ
か

っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合
の
医
療
費

は
、
七
割
を
国
保
が
負
担
し
ま
す
か

ら
、
自
己
負
担
分
は
三
割
で
す
む
わ

け
で
す
。

　
さ
ら
に
そ
の
三
割
の
自
己
負
担
分

が
一
定
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超

え
た
分
は
全
額
、
高
額
療
養
費
と
し

て
国
保
か
ら
払
い
も
ど
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
度
、
こ
の
自
己
負
担
分
の
限
度

額
が
三
万
九
千
円
か
ら
四
万
五
千
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
つ
ま
り
、
　
一
入
一
ヵ
月
、
　
一
つ
の

病
院
、
診
療
所
に
つ
い
て
四
万
五
千

円
ま
で
は
自
己
負
担
、
四
万
五
千
円

を
超
え
た
場
合
は
そ
の
超
え
た
分
を

全
額
国
保
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

高
額
療
養
費
の

実
際
の
計
算
例

　
た
と
え
ば
入
院
し
て
、
一
ヵ
月
五

〇
万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ
た
と
し

ま
す
。

　
そ
の
う
ち
三
割
つ
ま
り
一
五
万
円

が
自
己
負
担
分
で
す
。

　
そ
の
自
己
負
担
分
か
ら
四
万
五
千

円
を
除
い
た
額
が
、
あ
と
で
国
保
か

ら
払
い
も
ど
さ
れ
ま
す
。

　
円
円
円
　
つ
ま
り
一
五
万
円
支

　
の
　
の
　
の

　
の
　
の
　
の

3
ゆ
ゆ
ゆ
払
い
、
あ
と
で
十
万
五

　
ド
の
　
　
　
　

0
1
5
4
1
0
千
円
が
国
保
か
ら
払
い

〆
　
　
【

　
一
一
　
　
＝

円
　
円
　
も
ど
さ
れ
ま
す
。
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難藍鳶に愛の手壷」一ご協力轟りがとうござい謹した

（白石ロータリークラブ平和委員会

　自石ロータークラブが昭和54年8月から始まりまし

た『難民に愛の手を』運動に対し自石市民の方々の多

くのご協力を得て昭和57年6月の末までに沢山の募金

（総額2，343，515円）が集まりました。

　ここにその結果を報告、お礼にかえさせていただき

ます。

　白石ロータリークラブでは57年7月からは『世界理

解平和基金として再発足することになり残金9，515円

は、この世界理解平和基金に加えさせて頂きました。

　今後もより多くのご援助をたまわりますようお願い

申し上げます。

1，114，292円

　　552，315円

　　676，908円

2，343，515円

　100，000円

1，000，000円

　600，000円

　300，000円

　34，000円

　200，000円

　100，000円

2，334，000円

　S・54年8月～55年6月
　　　55年7月～56年6月

　　　56年7月～57年6月
　　　　合　　　　計

送金先及び金額＞

日　赤本部
J　V　C（日本ボランティア基金）

ユニセフ（アフリカ国連児童基金）

ユニセフ（カンボジア国連児童基金

国際連合協会

国連（アフガニスタン）

PHD
　　　　合　　　　計

※残金9，515円はr世界理解平和基金」に繰り入れ
　させていただきました。
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犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
「
犬
鑑
札
」
と
「
注
射
済
」
の
二

つ
の
鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
。
血
統
書
な

ど
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
後
三

ヵ
月
以
上
の
す
べ
て
の
犬
で
す
。
手

続
き
が
済
む
と
、
鑑
札
（
登
録
票
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首

輪
な
ど
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

…
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き
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驚
ウ
Q

予
防
接
種
の
受
け
方

畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
か
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
料
金
　
三
千
七
百
円
（
登
録
料
一

　
匹
に
つ
き
二
千
百
円
、
注
射
料
一

　
匹
に
つ
き
千
六
百
円
V
。

▼
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
　
獣
医
師
が

　
戸
別
に
訪
問
し
て
注
射
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
の
で
料
金
の
外
に
二

千
円
を
負
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭和57年度第2回犬の登録及び

狂犬病予防注射実施日程表

鑑
札
を
受
け
て
い
な
い
場
合

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

り
締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非

常
に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万

一
の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の

鑑
札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
果
し
ま

し
よ
う
o

　
な
お
、
犬
の
死
亡
お
よ
び
所
有
権

を
放
棄
す
る
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課

ま
た
は
各
出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

備考獣医師実施時聞実施場所曜月日地
区

矧
劉
　
62

誰
録
願
　
3

㈱
認

好斉藤

308

笹谷源二郎

148

好斉藤

　9．00～10．10

10．20～11．30

13．10～14．10

14，20～14．50

　9．00～　 9．30

　9．40～10．20

10．35～11，00

11．10～11．40

13．10～13，30

13．40～14．30

　9．00～　9．20

　9．40～　9．50

10．00～10．10

10．30～10．40

10．40～10．50

11。00～11．30

13．10～13．30

13．40～14，10

白石市健康センター前

図書館前

田町会館前

中央公園内

中央公民館前

郡山観音崎土地整理公園内

寿山集会所前

鷹ノ巣菊地忠四郎宅前

八幡神社前

福岡滝ノ下会館前

上原集会所前

川原子停留所前

不忘研修センター前

岡部捨雄宅前

下ノ集乳所前

三住元開拓農協前

西区上集会所前

深谷公民館前

火10．12

水13

臼

石

木14

福

岡

223

笹谷源二郎

80保科善久

34

　　　255

121

好斉藤

0
　　223

113

笹谷源二郎

112

好斉藤

　9，00～　9．20

　9，30～　9．50

10．10～11．00

11．10～11．40

13．10～13．30

13．40～14。00

14．10～14．30

　9．00～　9．30

　9．40～10．20

9．00～9．50

10．00～10．40

11．00～11．40

13．10～13．40

13．50～14．20

　9．00～　9，30

　9．40～10．00

10．20～10．30

！0．40～11．20

11．30～11，40

13．10～13。50

14．00～14．20

　9．30～　9．40

　9．50～10．00

10．10～10．20

10．30～10．50

北区本須商店前

東区平林商店前

福岡分室前

八宮生活センダー前

大綱担い手センター前

弥治郎集会所前

鎌先消防詰所前

中斉川集会所前

斉川公民館前

大平分室前

大平5区集会所前

越河駅前広場

〃公民館前

　〃部落集会所前

大鷹沢公民館前

中ノ内集会所前

耳取停留所前

犬卒都婆集会所前

津田小野商店前

白川公民館前

内親センター前

金15〃

土16斉
川

月18

大
平
…
越
河

火19

大
鷹
沢
　
　
白

月1

11．00～11．30

13．00～13．20

13，30～13．40

13．50～14．10

上戸沢公会堂前

下戸沢　〃

冷清水　〃

木材商店スタンド前

小原公民館前

新町停留所前

石　屋　前

小原温泉かつらや前

水20

ノ」

原

5



　　～、　　、、

艦ハ
訟

　
ゼ鑑

　　　嚢

瓠
　
都
市
に
沿
け
る
緑
豊
か
な
生
活
還

境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
都
市
公

園
な
ど
の
公
的
な
緑
地
の
整
備
を
積

極
的
に
す
す
め
、
地
域
住
民
の
方
々

や
関
係
諸
団
体
の
参
加
と
協
力
に
よ

り
総
合
的
な
都
市
緑
化
の
推
進
が
必

要
で
す
。

　
そ
こ
で
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は

都
市
の
緑
化
、
都
市
公
園
、
街
路
樹

ノノ㌧「！1冊口I」エ　1

に方を市活1
よ々積公還1
　　　　　β
『商』二

・》20騒

な
ど
の
整
備
保
全
を
促
進
す
る
と
と

も
に
住
民
参
加
に
よ
る
緑
豊
か
な
街

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
も

十
月
い
っ
ぱ
い
を
「
都
市
緑
化
月
間
」

と
定
め
、
全
国
的
に
緑
化
推
進
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

園
芸
業
、
植
木
業
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
庭
木
や
鉢
物
を
格
安
に
て
販
売

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
球
根
の
無
料
一

配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
　
十
月
二
十
九
日
（
金
）
～

　
　
　
　
十
月
三
十
皿
日
（
日
）

▽
会
場
　
中
央
公
園
内

▽
催
し

　
m
植
木
市
　
三
日
間

　
吻
球
根
無
料
配
布
〔
チ
ュ
ー
リ
ッ

　
　
プ
球
根
な
ど
）

　
　
配
布
個
数
五
百
個
（
先
着
順
に

　
　
よ
り
二
月
二
個
の
み
）

　
　
十
月
二
十
九
日
（
金
）
午
後
十

　
　
二
時
三
十
分
～
一
時
三
十
分

月
一
ヒ
．

一
イ緯市

1◎月1旧勤

蔀
一
運

　
　
　
　
＝

に

は
瀬

月
防

⑩、

覇盆

空
き
巣
ね
ら
い
の
半
数
は

　
　
　
堂
々
と
玄
関
か
ら

　
空
き
巣
ね
ら
い
は
、
ど
こ

か
ら
侵
入
す
る
の
が
一
番
多

し
カ

な
ん
と
玄
関
で
牛
。

　
あ
な
た
の
留
守
の
間
に
、

堂
々
と
玄
関
か
ら
入
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
侵
入
ド
ロ
ボ
ー
の
8
5
％
以

上
が
玄
関
勝
手
口
、
窓
か
ら

入
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ボ
ー
の
入
り

口
と
な
っ
て
い
る
玄
関
な
ど

の
戸
締
り
は
半
分
以
上
が
鍵

の
か
け
忘
れ
や
開
け
放
し
な

ど
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で

す
。　

空
き
巣
ね
ら
い
は
、
一
見

し
て
ド
ロ
ボ
ー
と
わ
か
る
よ

う
な
不
自
然
さ
を
極
力
避
け

る
よ
う
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
玄
関
の
カ
ギ

も
主
錠
の
ほ
か
に
も
う
一
つ

補
助
錠
を
取
り
付
け
る
“
ワ

ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
”
方

式
の
場
合
は
、
補
助
錠
を
ヒ

ザ
の
位
置
と
か
頭
の
高
さ
と

い
っ
た
位
置
に
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
て
お
く
と
、
空
き

巣
ね
ら
い
が
カ
ギ
を
開
け
る

と
き
、
し
ゃ
が
ん
だ
り
、
手

含言葉家族融ん怠のカギかけは
を
上
げ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
ど

う
し
て
も
不
自
然
な
姿
勢
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
か
ら
で
す
。

　
玄
関
の
ド
ア
は
、
ワ
ン
ド
ア
・
ツ

ー
ロ
ッ
ク
で』

’訊
お三t一

レ箒

ワ
　

ド
’

　
』
「
1
一
り
　
　
　
一
　
　
　
　
“
6
　

　
旧

　
茸
　
『
・
1
　
．
『
富
p

　

置
い
，
“
ー
，
一
調

ロ
ー
ゴ

届
紅

“撃

ヂ

魯碍

壇
㌧
些

卜
r
聾
”
一

皐．、

レニ亀

　　行政相談週間

10月17日～23目
親切、ていねい、迅速な窓ロをめざして

行政相談委員

○小関利雄　中寺前67－2

　　　　　暦6－2106

0佐藤三雄　番丁10

　　　　　智5－2246

あなたの生活と行政をつなぐバ’rフ、それが行

政相談業務です。あなたが侍っている行政への

苦情や要望を聞き、解決を図ってくれるのが、

行政相談員で才，今年も「親切、ていねい、迅

速な窓口をめざして」の統一テーマの下に、10

月17日から「行政相談週間」が始まります。

熟、鉱郵

6

F「『．、、～．メ魂託・噛1』急ムノ・〆一1黛翫

〈調査期間＞昭和56年8月1日～8月31日

〈用紙配布数〉250枚　回答者186名　回収率74．4％

　
働
く
婦
へ
の

家
は
、
昭
和
五

十
年
四
月
九
日

に
オ
ー
プ
ン
以

来
、
八
年
目
を

数
え
て
い
ま
す
．
、

　
そ
こ
で
二
年

に
一
度
調
査
さ

れ
て
い
る
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
焦
点
を
し
ぼ

り
、
利
用
状
況

　
　
　
　
　
　
　
数

を
み
て
み
ま
し
者

よ
う
。
同
施
設
　
用

　
　
　
　
　
　
　
利

は
、
事
務
室
を
　
男

　
　
　
　
　
　
　
区

含
め
た
部
屋
が
　
地

八
つ
あ
り
、
六

部
屋
が
各
種
講

座
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
後
期
利

用
に
つ
い
て
は
、

13

ぺ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま

す
の
で
多
く
の

方
が
利
用
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
て

　
く
わ
し
く
は
　
も

　
　
　
　
　
　
　
つ

働
く
婦
人
の
家
　
こ

曾
五
－
五
〇
九
　
令

　
　
　
　
　
　
　
年

五
へ
お
問
い
合

　
　
　
　
　
　
　
2

せ
く
だ
さ
い
。

瓜
口酬計市．外小原福岡・

日大薩沢大平剤ll越河白石区分

　　％

37．670n
O

27185弓ll39勤婦

62，46oり
D411り

δ01103主婦

186351129842142計

％
㎜

1．62．75．91．14，84．3ワ91．工76．3合割
％
0

　
1
0

3．利用者の職業にういて

計才
上

70

以
才
69

60

～

‡
5
9

50

～

才
4
9

如
～

才
3
9

30

～

才
29

20

～

才
下

欝
以

区分

入
7
0

人
0

人
5

人
1
3

人
1
9

人
1
5

人
1
7

人
1勤婦

1161641303260主婦

186111544947231計

0．55．929．026、425．312。40、5割合

4．あなたは今まで働く婦人の家を何回利用しましたか

計

　　へ
186

その他

　　べ
　12

会挫員

　　へ
　17

自営業

　　人
　10

団体
職興
　人6

公務員

　　人
　15

農林業

　　人
　10

主　婦区分計5場の地回
し

3
用

313醒
利用し

　1回
秘用した

1今回
が初めて

区分

　　人
116入員70人o387421勤婦

　　％

1006．49．15，43．28、15．462．4割合

〔注〕主婦…勤労者家庭の婦入

116人164146

186人1102211052

100％0．554，811．35，428．O

5．利用した感想はいかがでしたか

計

「51その弛14戯養を嵩める

　ことができた

31主婦

計

割合

13糊1拳tたほど
　得るも（3〉はな

　か）た

121毎擁の生活に

　はりをもつよ
　うi二な一3オニ

趣昧がひろ
な・二涜

区分

70入1入12人2人29人26人勤婦

6、今後もつづけて利用したいと
、思、いますか

計
131

その飽
　
な

〕
わ

捻
思

ほ1

思う
区分

70人2068勤婦

ll6入11815442主婦11622112主婦

186人23038368計18642180計

100％1．616．11．144．636．6割合100％2，11．196．8割合

7．「思う」と答えた方だけお答え下さい。
あなたはどんな講座を希望しますか。2つ上げて下さし

計その勉
　
書
解

　
曲
ハ

㎝
古
読

q⑤

木彫
　
¢

》
　
　
》
噛
一

11婆1

絵繭
　
ど

㈹
お

　
｛
父
ス

　
　
ヤ
ノ

舩
縫
ダ

（1王1

洋裁

1玉Ol

ぎマさん

コーラλ

（91

和裁

181

書道

171

茶道
　
芸

㈲
手

　
焼

　
宝

㈲
七

〔41

編物

（31

華道

12）

着付

111

料理
区分

10827人り
臼122242068661036813勤婦

15616人り
白39

］344710681111816141318主婦

26443人444568910121617171819202131計

100％16．2％1，51，51．51．92，33，03．43，84．66．16，46．46，97．27．68．O11，7割合

7



凸
、
．
穿
．
評

小室重子さん
　　　　　（白川）

　　　　お寳い得です

　　1　　このマーク

　　7

　
　
　
　
豚
ひ
き
肉
の
し
そ
焼
き

　
　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
　
じ
二
杯
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

豚
ひ
き
肉
謝
9
、
豆
腐
半
丁
、
卵
一
　
③
①
と
②
を
ま
ぜ
小
判
型
に
1
2
コ
を

個
、
ね
ぎ
三
本
、
人
参
5
0
9
、
シ
ョ
　
　
つ
く
り
、
片
面
に
青
じ
そ
を
一
枚

ウ
ガ
少
々
、
青
し
そ
1
2
枚
、
生
し
い
　
　
ず
つ
つ
け
る
。

た
け
5
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
片
栗
粉
と
水
を
同
量
で
と
き
、
し

　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
面
に
つ
け
て
焼
く
、
フ
ラ
イ
パ

①
豆
腐
を
熱
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
水
気
　
　
ン
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
】
～
二
杯

　
を
切
り
充
分
に
さ
ま
し
つ
ぶ
す
。
　
　
を
入
れ
て
熱
し
た
中
に
青
じ
そ
の

②
ボ
ー
ル
に
ひ
き
肉
、
酒
、
醤
油
、
　
　
面
を
下
に
し
て
入
れ
軽
く
焦
げ
目

　
砂
糖
大
さ
じ
一
杯
、
塩
小
さ
じ
去
　
　
が
つ
い
た
ら
裏
返
し
、
火
を
弱
め

　
杯
、
お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
、
ね
ぎ
、
　
　
て
ふ
た
を
し
中
ま
で
よ
く
火
を
通

　
人
参
、
生
し
い
た
け
、
豆
腐
、
卵
　
　
し
て
焼
く
。

　
を
ま
ぜ
て
よ
く
こ
ね
片
栗
粉
大
さ

か
し
こ
い

　
　
“
街
ぐ
る
み
　
み
ん
な
が
つ
く
る
　
　
図
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
の
張
っ

！
、
ら
し
の
輪
”
1
を
キ
ャ
ッ
チ
・
　
て
あ
る
参
加
店
で
は
、
値
段
の
据
え

フ
レ
ー
ズ
に
、
小
売
店
が
自
ら
選
ん
　
置
き
や
割
引
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

だ
商
品
に
つ
い
て
値
段
を
据
え
置
い
　
こ
の
運
動
は
「
少
し
で
も
消
費
者
の

た
り
、
割
り
引
い
て
販
売
す
る
「
物
　
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
」
と
い

価
安
定
協
力
運
動
」
が
全
国
で
行
わ
　
う
、
あ
く
ま
で
も
小
売
店
の
自
主
的

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
か
ら
、

　
こ
の
運
動
は
、
小
売
店
と
地
域
の
　
値
段
を
据
え
置
い
た
り
割
り
引
い
た

消
費
者
と
の
信
頼
関
係
を
一
層
深
め
、
り
す
る
商
品
は
、
お
店
に
よ
っ
て
ま

物
価
の
安
定
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
　
ち
ま
ち
で
す
。
そ
の
た
め
“
お
買
い

で
、
今
年
で
三
回
目
。
原
則
と
し
て
、
得
情
報
”
は
ビ
ラ
な
ど
で
表
示
さ
れ

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
　
ま
す
。

で
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
十
月
を
　
　
な
お
、
国
や
都
道
府
県
な
ど
も
こ

「
商
品
サ
ー
ビ
ス
月
間
」
と
し
て
、
　
の
「
物
価
安
定
協
力
運
動
」
を
バ
ッ

拠
点
地
域
で
は
特
設
会
場
や
商
店
街
　
ク
・
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

で
割
引
セ
ー
ル
を
行
っ
た
り
、
消
費
　
ま
す
。

者
と
の
懇
談
会
な
ど
が
開
か
れ
て
す
。

消費生活モニター調査結果 調査日：昭和57年9月1日　白石市

品　　名

1．砂 糖

2．しょう油

3．天ぷら油

4．小麦粉
ンパ食5

6．マーガリン

7．牛 L盟子
タ8

9． ティツシュペーパー

10．ラ　ッ　プ

11，灯 油

12．プロパンガス

13．カレーライス

14．理髪料
15．パーマネント料

銘柄　規格

上白糖　　1kg
・造上級濃口1．84　　（びん代込み）

1，650g（1，82）びん入り

薄力粉　　1kg
並　食　1　斤
カ1レトン入り’ノフト225g

紙容器入り　1，000c息

カルトン入り　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm　長さ20m

184　　（配達料込み）

10㎡

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コ‘ルド（ショートカット
　　及びセソトを含む）

最高値

300

525

600

220

160

215

260

370

248

248

1，850

5，200

450

1，300

5，500

最低薩

250

418

530

175

130

148

208

338

135

150

1，650

4，950

350

1，200

4，500

平均値

281

457

559

198

144

189

230

352

158

197

1，761

5，027

400

1，264

5，057

前月平均
価　格

284

429

560

203

142

190

230

345

141

188

1、624

5，048

400

1，278

4，985

対前屠
価酪比
△1．1

6．1

△0．2

△2．5

1．4

△0．5

2．0

10．8

4，6

7．8

△0．4

△1，1

1．4

備 考

上昇品目1しょう油、

　食バン、ベター、テ

　イソシュヘーベー、
　ラッフ、火丁～由、ノマー

　マ†・ント料

下降品目：砂糖、天ぷ

　ら、小麦粉、マーガ

　リン、プロパンガス

理髪料

横ばい品目：牛乳、カ

　レーラfス

9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟
，ご鍵．ず讃、一憶1㌧・懸

　萱酸べ‘　　　　　　　　　　　、竃

く鰯　騨野』≧叉，1メ㌢

　　　　く饗瀞i塗・三憐，1

マッサージの無料サービス
　　　　　　　　O一老人福祉センター
　「敬老の日」の9月15日、市老人福祉センターを訪

れた60歳以上のお年寄1）33入が県ハリ・キュウマッサ

スジ指圧師会白石支部（宍戸良助会長）の7人により

マッサージの無料サービスを受けました。マッサージ

を受けた市内寺屋敷前在住の佐藤広三郎さん（75歳）

は「おかげさまで足のひざも軽くなり、大変けっこう

なことです」と話してくれました。恒例の無料サービ

スも今年で10年目を数え宍戸さんらは来年以降も続け

ていきたいと話していました。

明るい選挙推進協議会
　　　　　　　○一選挙管理委員会

　9月11日、市民会館において白石市明るい選挙推進

協議会の総会と創立20周年の記念大会が行われました。

協議会の内容は、選挙を明るく正しく行われるよう諸

団体や機関から委嘱してある委員をもって組織され、

その啓発運動を推進し理想選挙の実現に協力されてい

ます。大会では57年9月2日付の選挙人名簿登録者数

30，326人（男14，462人、女15，864人）に対し明るい選

挙を推し進めていこうと決議をしました。（参考56年

9月2日付選挙人名簿登録者数30，019人）

　
酌

魚
サ鱗

白石蔵王駅に記念植樹
O一国鉄OB会

　9月10日、国鉄O　B会（安藤国雄会長、250人）が

東北新幹線白石蔵王駅の開業を祝って駅のまわ｝）に記

念植樹をしました。

　植樹作業には会員50人が参加、西口広場には、ナナ

カマドやシラカバが植えられ、東側には会貝が日頃丹

精を込めて育て持ちよったツゲや松など約50種類を植

え、緑で飾りました。

一　灘蘇　　垂

　
館

　
躯

グ
鑑

ン
び

キイハ子親

　9月15日、市役所に集合した児童たちと父母45人が

白石川河原じゃぶちまで親子ハイキングを行いました。

河原では手づくりゲーム「木のぼりザル」「かわり面」

「くいっくヘビ」をしたり歌を歌ったり、お父さん、

お母さんたちもゲームに加わり大きな笑い声がひぴい

ていました。

昼食は、お父さん、お母さんがっくってくれた「い

も煮」のごちそうに舌つづみを打ち、楽しい一日を過

ごしました。

8



　
　
　
　
　
愈

　
　
』
「
叔
　
　
国
〆
　
　

執
　
殉

、

市
ジ
、
繍
．
民
髭

露
登
4
．
．
．
場
一
…
晒

あ
い
さ
つ
通
り
宣
言

あ
い
さ
つ
通
り
実
行
委
員
会

　
　
　
委
員
斎
藤
勲
さ
ん

　
あ
い
さ
つ
通
り
宣
言
”
白
銀
通
り
”
（
駅
前
村
田
屋
菓
子
店
角
～

清
水
小
路
堤
医
院
角
）
に
お
い
て
通
学
児
童
を
中
心
と
し
た
「
声
か

け
運
動
」
を
す
る
た
め
そ
の
名
を
「
あ
い
さ
つ
通
り
」
と
名
づ
け
て

み
ま
し
た
。
と
話
す
斎
藤
勲
さ
ん
、
（
四
十
五
歳
、
清
水
小
路
）
”
。

「
数
年
前
白
石
中
の
校
外
指
導
推
進
モ
デ
ル
地
区
に
な
っ
た
時
に
発

想
し
て
い
ま
し
た
が
、

a誠臨

　所　サ　

幽も肇

驚舞
、
攣

・
舞
』

　
　
　
ん繋

　
こ
の
ほ
ど
清
水
小
路
、
本
郷
第
二
、
長
町
、

　
　
　
　
　
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
悔
・
蝋

男
　
　
　
。
、
、
、
r
ケ
蜜
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

認漏灘灘
購1麟醒、擢
欝　、謹樫

1醸饗襲騨
～
敬
・

綱
、

・
擁
脳解［

靴
r

中
町
、
寿
町
の
区
長
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
い
さ
つ
通
り
宣
言
の

チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配
布
す
る
な
ど
運

動
を
展
開
中
で
す
一
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
チ
ラ
シ
に
は
、
「
お
は
よ
う
」
　
「
さ

よ
う
な
ら
」
　
「
車
に
気
を
つ
け
て
」

「
お
帰
り
な
さ
い
」
　
「
今
、
か
え
っ

た
の
？
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
か
け

合
い
が
、
地
域
住
民
の
人
た
ち
と
通

学
児
童
の
意
志
の
疎
通
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
そ
の
輸
が
和
と
な
り
子
ど

も
と
子
ど
も
、
子
ど
も
と
大
人
、
大

入
と
大
人
の
「
あ
い
さ
つ
」
の
か
け

合
い
に
よ
る
明
る
い
町
づ
く
り
が
で
繭

き
た
ら
と
願
っ
て
こ
こ
に
「
あ
い
さ

つ
通
り
宣
言
」
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　
ど
う
か
ご
父
兄
の
皆
様
、
地
域
住

民
の
方
々
も
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
ま
し
て
児
童
た
ち
へ
の
お
声

が
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
通
り
実
行
委
員
会
と
あ

る
。
斎
藤
さ
ん
は
こ
の
趣
旨
を
地
域

に
生
か
さ
れ
る
よ
う
ま
た
白
石
市
内

全
域
の
通
り
が
『
あ
い
さ
つ
通
り
』

に
な
る
よ
、
つ
願
っ
て
い
ま
す
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

鈴ゆ伊卿魔覇ゆ　ゆゆゆゆゆゆr⑳瑚幽酔ゆゆ砂一一φ伊ゆ一一ゆψ＿
　
蔵
王
山
は
東
北
で
は
最
も
美
し

い
山
で
、
と
く
に
白
石
か
ら
の
表

蔵
王
は
文
字
通
り
秀
峯
で
あ
る
。

だ
が
蔵
王
と
い
う
山
は
一
つ
も
な

く
連
峰
全
体
の
総
称
で
あ
る
。
大

　
　
わ
す
れ
ず
や
ま
　
　
　
　
か
り
た
の
み
ね

昔
は
不
忘
山
と
か
刈
田
嶺
と
呼
ん

だ
。
中
世
以
後
蔵
王
権
現
信
仰
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
　
の
　
き
ん
　
ぷ

盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
、
吉
野
金
峯

さ
ん山

の
蔵
王
権
現
が
七
世
紀
山
上
に

祀
ら
れ
た
と
い
う
伝

説
が
生
れ
蔵
王
山
の

名
が
つ
い
た
。
刈
田

嶺
は
頂
上
に
刈
田
嶺

神
が
宿
る
と
い
う
信

仰
か
ら
つ
い
た
。
高

山
は
神
の
住
い
と
い

う
昔
の
人
の
考
え
か

ら
で
た
も
の
で
あ
る
。

不
忘
山
は
平
安
時
代

の
古
歌
に
「
み
ち
の

！
・
の
あ
ふ
く
ま
川
の

あ
な
た
に
ぞ
人
わ
す

コレ

ら
な
い
。
屏
風
は
歴
史
以
前
の
古

噴
火
口
の
火
口
壁
で
名
の
通
り
屏

風
を
立
て
た
よ
う
な
格
好
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
み
ず
ひ
さ
に
ゅ
う
ど
う
　
　
ま
の
か
み

同
じ
火
口
壁
に
水
引
入
道
と
馬
神

岳
が
あ
る
。
水
引
入
道
は
種
ま
き

入
道
・
雪
入
道
と
も
い
い
、
春
さ

き
に
残
雪
が
杖
を
立
て
た
入
道
坊

主
の
よ
う
な
具
合
に
見
え
る
。
こ

れ
が
見
え
る
と
農
家
は
田
に
水
を

　
　
　
　
　
引
き
種
を
ま
く
よ
う

　
　
　
　
　
に
し
た
の
で
こ
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
の

やま

レ
⑱
山

ア
　
の

地名

れ
ず
の
山
は
さ
が
し
き
」
と
あ
る

よ
う
に
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
推
大

な
山
容
か
ら
つ
い
た
。
白
石
か
ら

見
え
る
南
蔵
王
は
左
か
ら
不
忘
山

・
屏
風
岳
・
杉
が
峰
・
刈
田
岳
と
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ま
ロ

い
て
い
る
。
不
忘
山
は
昔
は
御
前

岳
と
い
っ
た
が
一
番
前
に
見
る
か

ら
だ
ろ
う
。
不
忘
山
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
わ
か

蔵王

が
あ
る
。
馬
神
は
魔

か
み神

と
も
書
く
が
山
の

姿
が
馬
の
頭
に
似
て

い
る
か
ら
つ
い
た
と

い
う
。
刈
田
岳
は
刈

田
嶺
神
社
が
あ
る
の

で
つ
い
た
。
一
番
高

い
熊
野
岳
は
白
石
か

ら
兄
え
な
い
。
項
上

に
熊
野
権
現
社
が
あ

る
。
お
釜
の
東
壁
で

あ
る
五
色
岳
は
山
の
色
が
赤
白
黒

な
ど
五
色
に
見
え
る
か
ら
呼
ん
だ

と
い
う
が
、
本
当
は
甑
か
ら
き
た

名
だ
と
い
う
。
甑
は
昔
の
蒸
し
器

で
山
の
姿
が
ワ
て
れ
に
似
て
る
か
ら

だ
そ
う
で
あ
る
。
刈
田
岳
の
前
面

　
　
　
し
ほ
し
た
け

に
あ
る
鳥
帽
子
岳
は
立
鳥
帽
子
そ

っ
く
り
の
形
な
の
で
つ
い
た
の
で

あ
る
。
　
　
　
（
市
史
編
さ
几
室
）

　　　　　　　一　　　　　ゆψ醐ゆ　ひ』』

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
働

’0

イ
ド
ル

アの、
家がわ

斎藤健志ちゃん（大鷹沢）

　貞志さん、のり子さんの長男

ママからひと二と
　すこ
“健やかで思いや1）のある子に育

　ってほしい。”
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レ
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κ
鰍
冥

騨

》

噌

筆
ξ
｝
去
／
2
き
正
多

詳
ー
甲

　　　市
歌

曽民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
自
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
深
き
山
路
辿
れ
ば
臼
百
合
の
し
と
ど
に
濡
れ
て
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
か
に
匂
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
隅
み
の
茄
子
の
花
咲
き
か
ぞ
い
ゐ
る
葉
蔭
に
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
実
の
ゆ
れ
て
を
り
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

川
股
兵
三
選

一
枝
に
心
を
注
ぐ
生
花
の
鋏
の
響
き
し
じ
ま
に
清
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

中
国
の
土
と
な
り
た
る
若
か
き
姉
「
旅
の
夜
風
」
の

唄
も
か
な
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

支
社
長
に
乞
わ
れ
て
ロ
ス
市
に
赴
任
せ
し
吾
子
の
将

来
を
楽
し
み
に
待
つ
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

三
年
の
汗
と
力
を
み
て
く
れ
と
出
か
け
る
わ
れ
は
心

み
ち
た
り
へ
高
校
総
体
）
　
　
　
　
鈴
木
セ
ツ
子

永
き
梅
雨
明
け
た
る
街
を
な
が
し
ゆ
く
竿
竹
売
り
の

声
は
透
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

眼
を
病
み
て
静
か
に
臥
せ
ば
風
鈴
の
や
さ
し
き
音
に

心
和
ご
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

，
　
　
＝
　
　
、
、
　
ー
，
　
：
3
．
；
羅
　
ー
臼
雛
噸
き
』
■

嵯
峨
野
路
の
古
き
石
垣
苔
む
し
て
お
も
か
げ
と
ど
め

梅
雨
に
濡
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
　
橘

月
淡
く
夕
霧
込
め
し
草
原
に
ほ
の
か
に
咲
き
ぬ
月
見

草
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

山
襲
の
深
き
谷
間
に
こ
だ
ま
し
て
河
鹿
の
声
は
澄
み

わ
た
り
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

台
風
の
爪
跡
悲
し
朝
夕
に
愛
で
に
し
花
は
見
る
影
も

な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

す
ば
ら
し
き
蔵
王
裾
野
を
テ
レ
ビ
に
て
若
き
人
等
の

和
む
を
見
た
り
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

再
診
の
通
知
書
受
け
て
病
院
に
出
か
け
る
夫
を
し
ば

し
見
送
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
ひ
ろ
せ

長
梅
雨
の
憂
さ
も
忘
れ
て
幸
せ
を
味
わ
い
て
を
り
孫

と
た
わ
む
れ
　
　
　
　
　
　
。
　
山
田
　
　
濱

※
十
月
例
会
は
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
図
書
館
で

　
行
い
ま
す
。

但

壇

鈴
木
貞
二
選

土
に
還
る
沙
羅
の
落
花
の
け
が
れ
な
く

梅
雨
出
水
生
き
も
の
の
ご
と
人
を
呑
み

池
の
面
を
お
お
い
つ
く
せ
し
浮
葉
か
な

秋
立
ち
て
秋
海
業
の
小
花
咲
く

湯
け
む
り
に
ハ
マ
ナ
ス
の
花
色
う
す
れ

病
葉
の
追
い
て
は
追
は
れ
庭
に
ち
る

盆
ま
で
は
待
ち
き
れ
ず
咲
き
花
桔
梗

雲
厚
き
｝
日
と
な
り
ぬ
河
童
の
忌

鳳
仙
花
は
じ
け
絵
日
記
終
り
け
り

そ
う
め
ん
と
酢
の
物
が
よ
し
夏
料
理

夏
の
霧
流
れ
が
早
き
岳
樺

山
里
の
カ
ナ
カ
ナ
蝉
の
か
ん
高
く

紫
陽
花
の
雨
の
匂
へ
る
窓
辺
か
な

濁
り
い
て
流
れ
の
早
し
梅
雨
出
水

テ
ン
ト
張
り
ひ
び
く
歌
声
キ
ャ
ン
プ
村

佐
藤
　
周
子

勅
使
瓦
令
造

川鈴青鈴大近草太
村木木木庭内野田

静民良い良キ美敏
江子子く子ヨ沙子

久
須
見
南
斗

高
子
　
　
橘

赤
柄
　
自
峰

佐
藤
　
歌
子

佐
藤
　
善
夫

※
十
月
例
会
は
十
月
二
十
四
日
㈲
十
二
時
三
十
分
よ

　
り
調
練
場
蔵
王
編
集
所
で
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
　
3
…
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・
華
・
斐
・
斐
・
き
．
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働く婦人の家・後期受講生募集
　働く婦人の家では、57年度後期

の受講生を募集いたします。お友

達を誘い合って申し込みください。

〉期間　10月～58年3月

レ受講料　無料、ただし教材費は

　個人負担。

〉申込み　働く婦入の家（E5－

　5095）へ10月12日までどうぞ。

講　座　名

料理講座
社交ダンス講座

七宝焼講座

着付講座

手編講座
古典文字講座

集
員

募
人

20人

15人

20人

20人

20人

20人

実施曜日

第1・3
火曜日

第1・3
水曜日

第1・3
水曜日

第1・3
水曜日

第1・3
木曜日

3
ロ
ロ

．
翠
一

－
日

第
金

実施

午前

夜

夜

夜

午前

午前

講師名

佐藤　くに

柴谷　信子

阿部　志郎

真柳和子

谷津八代子

大庭寿枝

遠藤美樹

施
間

実
期

自10

～

至3月

ノ3

翻消費生活展一不胴品活崩会

　訪問販売　　　　をテーマとし

て私たちをとりまく諸問題などに

ついて第12回消費生活展を開催し

ます。同時に「不用品活用会」を

行いますので市民のみなさんお誘

い合せの上ご来場ください。

〉期日　10月20日、21日午前9時

　30分から午後3時まで

〉場所　市民会館

〉出品方法　10月13日までに市民

　課市民相談係（内線162）へ

　希望価格を記入してお持ちくだ

　さい。

※くわしくは市民課市民相談係へ

　お問い合せください。

鱒第1懲白石青少尋蕎楽薬

　市内の青少年が音楽を通じ地域

青少年の社会活動の参加を呼びか

けた第1回音楽祭を次により開催

いたしますのでご来館ください。

〉期日　10月3日（日）午前10時

〉場所　中央公民館

＞内容　第1部　器楽AM　lO：00

　自石中学校吹奏楽部、白石工業

　高校吹奏楽部、白石市民吹奏楽

　団、小野ギター、自石女子高校

　マンドリンクラブ。

　第2部　コーラス　PM　O：00

　コールエコー、　コール・リンデ

　自石少年少女合唱団、白石女子

　高校合唱部。

　第3部　ポピュラー　PM1140

　エスプレッソ、まくわうり、水

　車、ウェイクアップ、ザジェイ

　シーズ。

　〈ゼスト〉　『八木山合唱団』

紫手つ　　り絵案’麟示会

　世界でたった一冊だけの絵本の

展示会です。あなたも作れる楽し

い絵本がいっぱい展示されますの

でぜひご来館ください。作品は県

内各地から集めたものが展示され

ます。

〉期日　11月5日㈹、6日（土）、8

　日（月）、9時～16時30分

1〉場所　白石市図書館

レ展示点数　約500点

幽若年母子のつとい
　母子家庭のなかで若い方々の集

いを開くことにより各種の相談事

や住宅、結婚、修学などに関する

母子福祉資金の貸付等にっいて一

人一人の方々にも知っていただき

多数の仲間を知りこれからの生活

に役立てばとの企画です。ぜひご

参加くださるようお願いします。

〉期日　10月17日（日）午前10時

〉場所　中央公民館第二研修室

※当日は12時終了の予定ですが員

　食は母子会で準備いたします。

〉主催　臼石市母子福祉会

＞後援　臼石市社会福祉事務所

麟地方音楽祭

　自石市教育委員会では県との共

催で次により音楽祭を開催いたし

ますので多数ご来場ください、、

〉期日　10月30日（土）午後1時30

　分

〉場所　市民会館大ホール

〉出演団体

イ．

口．

ノ、．

ホ．

宮城フィルハーモニー管弦

楽団

白石少年少女合唱団

コーノレ　。。工、コー

白石中学校吹奏楽部

白石女子高マンドリン部

10月16日に防犯ふれあい広場

　10月11日より10月20日までの

10日間は、全国防犯運動が展開

されます。臼石地区防犯協会連

合会では10月16日に白石駅前で

ふれあい広場を設け防犯パネル

展を催します。

　　　　《　　，、　　　〆
　　　　＼～’．ノ，㍗

1
・
‘
堪 ノ

公民館だより
遇和の自然に親しむうど1、』

　さわやかな秋晴れのもと自然の

中で楽しい活動を通して友情を深

め、野外活動の知識と技術を習得

しながら健康の増進を図る目的で

次のとおり開催いたします，，

〉期日　10月17日（日）雨天中止

レ集合場所及び時間　自石駅前バ

　スターミナル　8時20分

〉場所　白石市青少年の家（小原、

　　　　小久保平）

》参加対象者　白石市に住む小学

　生一5年生、6年生一50人

シ主催　白石市教育委員会、公民

　　　館。

闘ジヤズタノ♂ス講座

　中央公民館では美容と健康に役

立っジャズダンス講座を5回にわ

たり開講いたします。あなたもぜ

ひ参加してみませんか。

〉期日　10月21日～11月18日の間

　の毎週木曜日午後7時～9時

〉場所　中央公民館

〉講師　日本現代舞踊協会々員

　　　　　　岡田みえ子先生

〉募集人員　25人（定員になりし

　だいしめきります）

〉会費　1，000円（5回分、保険料

　含む）

〉申込み　10月15日まで中央公民

食官盈4－5377、　6－2453までおト

　申し3込みください。

第54回白石市民体育大会

圃市民文北祭出晶募集

　市文化協会では、市民文化祭に

一般市民の方々から次の要領で作

品を募集しておりますのでふるっ

て出品してください。

〉種目　絵画、書道、写真、手芸

〉応募資格　高校生以上の白石市

　民に限る。

〉応募作品　陳列可能なもの

レ出品料　一点につき500円

》締切　10月20日（水）

＞作品搬入10月31日の当日、各

　自市民会館へ搬入

※くわしくは、市文化協会事務局

　（中央公民館盈6－2453）までお

　問い合せください。

　スポーツの秋をむかえ古い歴

史と伝統に輝くスポーツの祭典

第54回白石市民体育大会を次の

とおり行いますので、あなたも

ぜひ参加しましょう。

〉期日　10月10日（体育の日）雨

　天の場合10月11日（振替休日）

〉場所　白石第二小学校

レ主催　白石市体育協会、臼石

市中央公民館

醐小原地区民体育大会

　小原地区では恒例の体育大会を

次により開催します。秋冷の一日

を隣近所の方々と共に笑いハッス

ルして楽しい時間を過ごすよう地

区対抗種目などたくさんプログラ

ムにおりこんでいますので、ぜひ

昭和57年博月移動図書館

こまくさ号巡園臼程表

醒一般聴講生の募集

　中央公民館では今年も「はじめ

て三歳児をもつお母さん学級」を

開設しております。そこで一般の

方々にもその講議を聴講していた

だくために聴講生を募集いたしま

す。

ご参加ください。

レ期日　10月17日（日）雨天のとき

　　　10月24日（日）

〉場所　小原小学校

〉主催　小原地区行政区長会、小

原公民館

時
践

1

12

13

15

18

22

25

27

午　前
福岡長袋、田子屋
敷

傑山寺一福岡深谷
三本木

鎌先温泉

アツギナイロン社
宅一中河原
緑ヶ丘（市営アパート、

市営住宅一県営アパート）

越河郵便局前、越

河駅前

斉藤建設

午　後

観音崎住宅

不忘学園、杉浦製
作所前

田町、国鉄アパー
ト

鷹単蛭賀屋敷

寿山‘教員住宅、

南公園前）

〉期日　10月8日働　午前10時

〉場所　中央公民館

〉講師　仙台大学教授

　　　松井匡治先生

レ講話内容　　「知恵をはぐくむ」

〉申込み　10月7日まで白石市中

央公民館　費4－5377、6－2453

　までお申し込みください。

明るく住みよい地域社会を

みんなでつくりましょう

白石市新県民生活運動協議会

事務局1白石市中央公民館

　　　台　6－2453・4－5377
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市役所の所在地
自石市字桜4路35

〒989＋02』豊，5－211・1（代表）

ノ5

（国民年金）
　一　　　　　　　　　　　　　＿

　保険料は納期内に”

　57年9月分までの保険料は、納

められたでしょうか。

　年金を受けるためには、未納期

間がないということが第一条件で

す。過去に納め忘れのある方は、

最近二年問までの分であれば納め

ることが可能ですが、それより前

の未納分は、時効によって納めら

れなくなりますのでご注意くださ

いo

　この未納期間は、年金の支給を

決定する基礎に含まれませんので、

将来、老齢年金が受けられる年齢

に達したとしても、保険料を納め

た期間が不足して老齢年金が受け

られなくなることがあります。ま

た、受けられるとしても、年金額

は、納めた月数によって計算され

るしくみですので、未納期間があ

ればそれだけ低額となってしまい、

一生、同じ年齢の方々よりも少な

い年金しか受けられなくなります。

　このほか、万一、病気やけがで

障害者になったり、一家の働き手

であるご主人に先立たれて母子家

庭となった時などに支給される年

金も、滞納すると受給できなくな

ることがあります。

　今すぐ、納付案内書をお確かめ

ください。もし、届いていなかっ

たり、あるいは紛失してしまって

納めることができないときは、市

役所市民課国民年金係または各出

張所・分室まで申し出てくだされ

ば再発行いたします。

　大切なあなた自身の年金です。

老齢・障害・死亡などの事態が発

生してからでは、もう遅いのです。

　保険料は、納付期限までに忘れ

ず添内めましょう。

　　今月の納税は

市県民税第3期分、

国民健康保険税第3期分です。

納期内に納めましょう。

　　　　　　　　　　　一、、

（用水路川干）
＿＿＿＿＿，／

　用水路のしゅんせつと補修を目

的とする秋の川干を行いますので、

期間中各家庭では周囲や占用箇所

の溝払いをしてください。なお、

火の元には充分気をつけましょう。

〉期間　10月23日（土）午前6時から

　10月25日（月）午後5時まで（三日

　間夜問を含む）。

〉区域　白石市土地改良区管轄用

　水路全域。

図書館1
「館内整理」と「ばく書」（虫干し）ミ

　　　　　　　　　　　　　　》につき1（1月1日1金）から10月11日（月1・
まで特別休館日としますので、ご／

　　　　　　　　　　　　　　3
利用日にご注意してください。　1
　　　　　　　　　　　　　　弍

福　　祉
璽高齢者能力活用推進事業
　　「お手伝更，・銀行，

〔荏議鵠の　甥
　本年6月よりスタートいたしま

した「お手伝い銀行」に高齢者か

ら次の内容の申込みがありました。

〈申込み内容〉

家事・留守番、ゲートボール内容

普及・審判、事務・軽作業、囲碁

・将棋会の開催・指導、時局問題

の講演、庭木の手入、木目込人形

づ’く　り才旨導。

　「お手伝い銀行」ヘー般家庭や

会社、事業所などでおとしよりに

たのみたい仕事を登録してくださ

いo

　くわしくは市社会福祉協議会事

務局（内線148・）までお問い合せ

ください。

、！民生・児童委員の異動一

　次の地区担当民生・児童委員が

前任者に変わり、新たに厚生大臣

より委嘱されましたので、お知ら

せいたします。

　柳町（東部）

　佐藤信子　白石市字自石沖841

　　　　　　　　　　智5－2783
　本郷第三（南部）

　荒井光代　白石市字不澄ヶ池123

　　　　　　　　　　智6－3383

避・礫劉
　　　　　　　　　　、F

　　　　　　　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　で　　　P　　　　　　　　　　　l

　　ミシ’　　　　　1
　　きミ＝　　　㍗》1
　　．～r　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　皿

魯潟　懸　　　　　　　　　　圃

鰹県営住宅入居者募集
　県営住宅の入居者を次のとおり

募集いたします。

〈住宅の概要〉

〉住宅名　白石寿山住宅

（白石市緑ヶ丘二丁目1ナ

〉募集戸数　15戸

〉家賃　13，600円～15、800円

〉構造型式　中層耐火5階建

》募集期間　昭和57年10月12日（月）

　～10月19日（月1までの8日問

〉受付場所

　（財〉宮城県住宅管理センクー

　（仙台市上杉一丁目1番20号）

　　費0222　24－Ol）14）

　〔注〕ただし！1）月12日1月｝午前10時

　から11時30分までに限り市役所

　で受付します。

〉申込用紙　10月4日から市役所

　建設課で配布します。

縫郷土愛講座

　宮城の植物一県内における植物

生態の動向一を主題に県内の植物

の生態がどのように変化している

か、基礎的な植物の話を中心に講

座を開催します。

　白石地区では蔵王の開発による

その変化をとりあげ次により講座

を開催いたしますのでふるってご

参加ください。

〉期間　10月29日午後1時30分

〉場所　中央公民館

レ主催　県公共図書館、公民館連

　絡協議会、県図書館

〉共催　自石市教育委員会

〉講師　岩手大学八文社会学部教

　授　理博　菅原亀悦氏

〉参加甲込み　10月23日（bまで自

　石市図書館まで電話かハガキで

　お申し込みください。

　〒989－02　自石市字亘理町37の

　1　白石市図書館　奮6－3004

耀古文書解読教室
　文化財愛護友の会では古文書解

読の基礎的知識を身につける古文

書解読教室を開催いたしますので

ふるってご参加ください。

》期日　昭和57年10月～58年3月

　まで毎月第4土曜日、午後1時

　30分～午後3時30分まで

レ場所　中央公民館

〉定員　20人

〉受講料　無料

レ講師　白石市史編さん委員

　　　　　　風問観静先生

　　　　　　中橋彰吾先生

〉申込み　10月16日仕）まで教育委

　員会社会教育課（内線411）ま

　でお申し込みください。定員に

　なり次第締切ります。

翻白石フロスカン1・リ…大会

　寒風のなかを田や畑を突っ切っ

て走る第18回自石クロスカントリ

ー大会が市陸上競技協会主催のも

と次のとおり行いますので、市民

のみなさんふるってご参加くださ

いo

＞期日　11月7日（日）雨天の場合11

　月14日旧）。

〉場所　福岡小学校（スタート・

　ゴール）

〉参加資格　小学校4年生以上な

　らどなたでも参加できます。

レ申込み　10月28日（木）まで太田博

　隆宅費5－8833へお申込みくだ

　さい。

　文化財愛護友の会では次によ

り文化財講演会を行いますので

ふるってご参加ください。

〉期日　10月23日（土）午後1時30

　分から午後3時まで

〉場所　自石市中央公民館

〉講師　東北歴史資料館研究部

　技師　岡村道雄先生

　講師岡村先生は前期旧石器

麟仙南かるた1司好会

　　会員募集
　和歌的雰囲気、優雅な気分を手

早く身にっけるものとして、いま

百入一首が静かなブーム！

　仙南かるた同好会では王朝和歌

の早わかり入門として趣味に、教

養にまた現代のストレス解消や頭

の体操など子供から大人まで楽し

くできる同好会の会員を募集して

おります。基本は一週問で習得で

きますのでぜひご入会ください。

　同好会では毎週月曜日午後7時

より中央公民館において開催いた

しておりますので次のとおりお申

込みください。

〈申込み先〉高橋輝生宅（半沢屋

敷前智6－3238）、石塚良一宅（短

ヶ町46岱5－2885）へお申込みく

ださい。

團社交ダンス講座
　　　　利用者募集
　勤労青少年ホーム「益岡城」で

は、社交ダンス講座の利用者を募

集しています。これから、クリス

マスやダンスパーテfの時期に向

かって練習してはいかがですか。

　初心者の方は大歓迎、講師の方

もハリキッテいます。ぜひご利用

ください。

レ練習日　毎週月曜日、木曜日

　　　　　いずれも午後7時より

※くわしくは勤労青少年ホーム智

5－3720へお問い合せください。

講『演…会＝一
　　　　　　　　　　　　　　i
（壷蔽乱未遺跡）の発見で一躍脚　1

光をあびた。先生は現在座散乱1
木遺跡（岩出山町）を手がけら　1

れており旧石器時代研究の代表　i

者の一入として有名な方です。　1

　　　　　　　　　　　　　　ざレ申込み　自石市教育委員会社1

言葬謝鷲紫駅
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カメラ・ニュrス

　　南保育園運動会
　9月19日、南保育園の運動会

が行われました。園児数107人

やお父さん、お母さんも参加、3

歳児による「風船ねこ」、1歳児

の「おかあさんと一緒」、4歳、5

歳児による『ススメチビッコ』の

遊戯が披露され、楽しい1日を過一

ごしました。

『

箋
くい　　　　ま

死，、　ξ

秋の交通安全蓮動（9月21日～30日）

　安全運動の21日、市交通安全協

会関係者が高甚前交差点で交通安

全運動のチラシなどを配り、通勤・

通学者に事故防止の呼びかけをし

ました。市より三役なども呼びか

けに一役、期間中、運動は各地区に

おいても展開され「事故防止」や

「安全運転の心がけ」を訴えま1、た。

、『、轟蓋

　中国吉林省から先進地視察

　15日、市役所に中国吉林省、揚

団長（吉林省・副省長）ほか5名

の農業研究所員の一行が訪れ、関

係者が出迎えました。一行は小下

倉大庭儀兵衛さん宅の農業・複合

経営（野菜・酪農）にっいて先進地

視察を行い質問をしていました。

休日急患当番医
月　日

10／3
10

11

17

24

31

内 科

三ぞ甫クリニック（5）6854

芭医院（5）2410
加藤（司）医院（5）2001

引地医院（5）2036

亘理医院（5〉8501

柿崎医院（5）2210

トタ 科

堤医院（5）1181

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5）1222

朝倉病院（5）2101

刈田病院（5〉2145

銭谷医院（5）2010
※都合により変更になる場合もあります。

目ネ 談
相談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険

相　　談

不克矛釜†目言炎

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

日談相

15

15

15

5・25

5・19

18

15

　　15

毎週月・火・

　水・木・金

リオン14・28

トリオ　12

ニホン　15

15

15

間出
ぜ

日

10：00～

　15：00

10：00～

15：00

10：00～
15：00

10：00～

　12100

10：00～

　14：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00

13：00～
　14：00
11：00～

　12：00

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センクー

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

3階相談室

白石市役所

2階相談室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

白石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事にっいて
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと
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